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Ⅰ．はじめに
　みなさんは、1日の時間の使い方を意識したことがありますか？ 朝何時に
起き、何時間勤務し、いつ食事や運動、趣味に時間を割くのか――私自身、
この本を読むまで、それらの活動を時間で意識的に区切ったことはありませ
んでした。

　本書では、「満足度の高い日々を送るため」や「目標を達成するため」には、
時間の使い方が重要であると説かれています。１日は24時間、そのうち自分
が自由にできる時間は何時間あるのでしょうか。時間の使い方を見直すこと
で、新たな視点や可能性が見えてくるかもしれません。

Ⅱ．著書の主なポイント
価値観の明確化
　まずは、自分が人生で何を大切にしたいのか、「後悔しない生き方」とは
何かを見極める必要があります。仕事、家族、趣味、健康など多岐にわたる
要素の中から、自分の軸となる価値観を明確にすることで、時間配分の指針
が生まれます。

優先順位付け
　限られた時間の中で「やりたいこと」「やるべきこと」は膨大です。しかし、
すべてに同じ熱量を注ぐのは不可能。優先順位をつけ、「本当に重要な行動」
に集中することで時間の浪費を防ぎます。つまり、「捨てるべきタスク」や「後
回しにしてよいこと」を明確にすることが求められます。

時間の見える化・計画立案
　漠然と「忙しい」と感じる状態を脱するためには、スケジュールやToDo
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ディレクターである。テレビマンとして「面白い」とは何かを追求した成果
をこの本ではふんだんに述べている。目次は以下のとおりである。

目次
第１章　そもそも「おもしろい」って何？
第２章　アイデアは思いつきの産物ではない
第３章　学び（取材）からすべてが始まる
第４章　「演出」なくして「おもしろい」は生まれない
第５章　「分かりそうで、分からない」の強烈な吸引力
第６章　「構成」で面白さは一変する
第７章　「クオリティー」は受け取る情報量で決まる
第８章　現場力を最大限に発揮させる「マネジメント」
第９章　妄執こそがクリエイティブの源である

　特にオススメしたいのが、第１章から第６章の内容だ。「面白い」を演出
するためのノウハウが詰まっており、読んだ人がすぐにでも挑戦したいと思
えるはずだ。

　ちなみにこの本との出会いは、話題の本.comに掲載されていた【話題の本】
『現役東大生おすすめの本』40選！【文系編】である。東京大学といえば日
本の最高学府であり、その卒業生の多くは、官僚や一流企業で日本を牽引す
る人材となる。この本を読めば、東大生が求める「面白い」に触れることが
できると思ったのだ。

　学生のみなさんも「面白い」ことや「面白い」の伝え方に興味があると思
うので、ぜひとも読んでいただきたい。
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　「コンサルティング会社ってどんな仕事をする会社ですか。」と学生から尋
ねられると、とても一般的な答えを返していた。ところが、コンサルティン
グ会社への就職を希望る学生に、どのような準備を進めていくのがよいとア
ドバイスすると考えてみると、これが思った以上に悩ましい。企業の経営状
況を分析し、潜在的な問題点を指摘し、解決策を提案するという仕事のイメー
ジはあるので、経営学の知識を持っておくことは必要であるだろうし、分析
方法やツールに対する造詣も深い方が良いだろう。経営だけでなく、マーケ
ティングや情報システムなどのコンサルタントもあるが、これらは必要な知
識が変わるだけなので大きく変わらないであろう。そういった知識でなく、
コンサルタントとして求められるものとは何か、またコンサルタントとはど
のような仕事であるのか、とても興味がわいてきた。そんな折に手に取った
のが本書である。
　本書の著者である高松智史氏は、大学卒業後、事業企業を経て、コンサル
ティング会社に８年間勤務した。その後独立して、これまでの職歴で得たこ
と、特にコンサルティング会社時代に先輩から学んだことや、論点思考を伝
授する会社を立ち上げた。今では、「考えるエンジン講座」を開催し、「考え
るエンジンちゃんねる」というYouTubeチャンネルを開設するなど、法人・
個人を問わず、様々な啓蒙活動を行っている。また、６冊の書籍を執筆して
おり、本書はその１冊である。本書では、タイトルにあるとおり、コンサル
タント会社時代に学んだ思考方法やマナーなどを、「コンサル思考とお作法」

（「作法」ではなく、「お作法」と著者も表現しており、著者の意向を汲んだ
表現だと共感するので、以下、この表現で通す）と表現し、キャリアで役立っ
た事例とともに紹介している。
　本書は、導入とあとがきを除いて、大きく４章に分かれている。「叱咤激
励の１年目」、「繰り返しの２年目」、「真っ向勝負な３年目」、「マネージャー

「コンサルが「最初の３年間」で学ぶコト　
知らないと一生後悔する99のスキルと５
の挑戦」
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リストを活用して時間を“見える化”することが有効です。そのうえで、日・
週・月・年単位で計画を立て、実行と振り返りを繰り返すことで、自分が本
当に求める成果へ着実に近づくことができます。

効率よりも充実度
　タスク処理の効率化はあくまで手段であり、重要なのは充実した感情や満
足感、そして人生の質を高めることです。短時間で多くの作業をこなせても、
本質的な幸福や成長につながらなければ、それは「後悔しない時間の使い方」
とは言えません。

習慣化と継続
　理想的な時間の使い方を一度設定しても、日常には雑事や予期せぬ出来事
がつきものです。そのため、定期的にスケジュールや優先順位を見直し、小
さな成功体験を積み重ねることで、理想の時間配分を習慣として定着させる
ことが重要となります。

内省と修正
　定期的な内省を行い、「本当にこの過ごし方でよいのか？」と自問するこ
とで、自分に合った時間活用法へ微調整を行えます。ライフステージや目標
が変われば、時間の使い方も柔軟に変化させる必要があります。こうした修
正を重ねることで、長期的に後悔の少ない生き方を実現できるのです。

Ⅲ．まとめ・感想
　本書は、単に時間活用テクニックを身につけるためのガイドではありませ
ん。時間の使い方を見直す過程で、自分が本当に大切にしたいもの、やりた
いこと、達成したい目標が何なのかを理解するきっかけとなり、新しい自分
を発見する手助けにもなります。もちろん、具体的な手法やスキルを得るこ
ともできますが、こうした技術は多忙な現代人にとって必須のスキルかもし
れません。
　ぜひ一度、本書の提案する方法を試してみてはいかがでしょうか。
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